
(様式３-1)

PLANET（HIVとともに生きる会）

第２8回エイズキャンドルパレード

小田切孝子

HIV・AIDSの啓発活動として、目に見える形での屋外でのアピールを行い、HIV・AIDS
へを身近に感じてもらい、偏見や差別を無くしてゆく。

コロナ禍の中でのおり組であり、参加者のパレードへの想いが数は少ないが貴重な
体験となった。

対象となった人数
（実質）

15名

具体的な活動内容

毎年5月の第3土曜日の開催であったが、今年は秋に延期を決定していた。コロナ下
で第２8回エイズキャンドルパレードを開催した。場所は開会は昨年と同じ鴨川河川
敷で行った。ギター演奏で参加者の歌声から開会した。雨天の１日だったが、開会前
に雨が上がったことはラッキーであった。少ない人数ではあったが貴重な参加者を得
ての実施となった。遠くは横浜からの例年の参加があった。問題は、秋のこの時間
帯はすでに日が落ちており、蝋燭を灯すには良いのだが、開会式は暗い状況での開
会となった。今年はアウトリーチのレッドリボンを店頭掲示して頂く取り組みもせず、
路上を歩くことを避けて、河川敷を歩いた。料理屋の窓からや、三条や四条の橋を行
く人たちへのアピールを考え、新調のプラカードを掲げた。時間的には約１時間の短
い行動であったが、閉会時の参加者の声として、継続して実施できたことが喜ばれて
いた。
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詳細は以下を参照してください。
https://planet-hiv-aids.webnode.jp/

令和２年度エイズ予防財団助成事業実績報告書
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